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学生自己点検結果 

 

 

 

 
  



 
 

１ 学校設備について 
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 要望等 改善点 

① 

ゴミ箱の設置をして欲しい 毎年同様のご意見を頂いておりますが、日本を取りまく環境問

題、特に長野県のごみ処理問題を鑑み、ゴミ箱は設置していま

せん。この傾向は、コンビニを中心としたゴミ箱の排除にも表

れ始めています。そのような普段の生活を通し、学生の皆さん

にゴミの分別に関する知識を習得していただき、医療人として

の今後の社会に貢献できる人材を育成するためにもご協力をお

願いしています。 

椅子が腰痛くなる 個別に椅子を用意することは難しいので、座布団で対応する

など個人で工夫をお願いします。 

③ 

掃除機が欲しい 毎日の清掃ありがとうございます。２階には掃除機がなかっ

た状況でしたが、現在購入し用意しましたので、使用いただ

きますようお願いします。 

掃除用具が少なく、ほかのクラスと被

った時に中々掃除がすすまない。 

階段の窓の手前等に埃がたまるが適切

に使える道具がない。 

現在用意している清掃用具でできる限り対応していただき、

どのような道具が有効的か検討していきます。 



 

 
 

  
 要望等 改善点 

④ 

たまに暑い時に全然、冷房がついていな

い 

場所などによっても異なりますが、こまめに温度調整をしま

すので、先生まで申し出てください。 

また、構造上および省エネの観点から、こちらで管理させてい

ただいていますので、ご了承ください。 

クーラーや暖房を自分たちでつけられ

ない 
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【本年度】 

 
２ 学校行事について 

【昨年度】 

 

【本年度】 

 



 

 
 

 
 

 
 

交流会について特記事項 

学生会行事の合宿交流会については、昨年度同様、東御市体育館で交流会のみ実施しました。昨年度は娑

羅祭の中に組み込んだ形での実施でしたので、開催時期等、今年度との比較が難しいため、掲載していませ

ん。 
ただし、アンケートの中でいくつか要望がありましたので、学生会には伝えていきます。 

 
３ 学習や学校生活について
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 要望等 改善点 

⑤ 

補習も再試もまとめて行ってほしい 補習をし、しっかりと理解できた上での再試験となりますので、

まとめて行うことはできません。補習や再試験が無いよう、日々

の取り組みを大切にしましょう。 
夏休み前に定期試験をしてほしい 以前、同じ要望で夏休み前に試験を行った年がありましたが、

試験の準備が間に合わないとの意見が多く、実際に平均点の

下がった教科もありました。夏休みは試験前の復習もできる

大切な時間です。 

また、再試験がなければ試験後に休みが取れますので、その

分夏休みで頑張りましょう。 
突然試験を追加されて対応が遅れた 今後このようなことがないよう、調整を徹底します。 

50 点を基準にしてほしい 国家試験の合格点は 60 点以上または 80 点以上ですので、変更

はしません。国家試験合格を意識して、しっかり勉強しましょう。 

⑥ 
夏休みもう少しほしい 年間の予定を組む際にできるだけ長い日数を確保したいと思っ

ていますが、授業に影響が出てしまいますので、ご理解くださ

い。 休みが長い 
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地域活動、ボランティア活動について特記事項 

【昨年度】 

 
 

【本年度】 

 
 

少しずつですが、感染予防対策を徹底したうえでのイベント開催が見受けられるようになってきました。

引き続き状況をみながら、参加しやすい環境を整えていきます。 
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 要望等 改善点 

⑩ 

ファイヤーサークルに参加していたが

これといった活動をすることが出来な

かった 

サークル活動は部員同士よく話し合い、計画的に活動しまし

ょう。コロナで活動が制限され、思うような活動ができません

が、できる範囲で工夫して行っていきましょう。 
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４ 実習について
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 要望等 改善点 

⑦ 

集中力を切らしてしまう場面が多々あ

った 

どのような人間でも常に集中を切らさないでいることは不可

能です。ただし、実際の現場で集中できなければ患者を救う

ことはできません。今から身に付けられるよう訓練していき

ましょう。 

難しい症例だったりしたときに、なか

なか積極的に展示にでるというのがな

かったと思います。ですが、隊長が指

名制で、隊員、機関は自由という場合

には、昨年と比べて自主的に展示に出

る場面もあったので少しは改善された

と思います。 

少しでも自分が成長できた部分を感じられることは大切です。 

今後も自主的にかつ積極的に行い、努力していきましょう。 


